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◇
須
恵
〜
井
尻
線 

　
　
　
　
　
舗
装
改
良
工
事 

　
本
路
線
に
つ
い
て
は
、
昨

年
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
り

前
回
の
改
良
工
事
か
ら
十
年

以
上
経
過
し
て
い
る
た
め
舗

装
状
態
が
悪
く
、
走
行
性
と

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に

傷
み
の
激
し
い
須
恵
高
校
入

口
か
ら
め
ぐ
み
保
育
園
前
ま

で
を
改
良
整
備
す
る
も
の
で

す
。 

　
な
お
、
新
生
交
差
点
お
よ

び
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
上
り

入
口
に
つ
い
て
は
改
良
施
工

済
み
で
す
。 

　
工
事
長
は
、
三
九
五
メ
ー

ト
ル
、
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ

工
二
，
五
一
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
、
区
画
線
一
，
五
一
七
メ

ー
ト
ル
、
事
業
費
一
千
万
円
、

財
源
は
一
般
財
源
一
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

道
路
改
良 

１
、０
０
０
万
円 

須
恵
中
央
駅 

駐
輪
場
屋
根
設
置 

　
須
恵
中
央
駅
は
、
平
成
元

年
に
開
設
さ
れ
須
恵
町
の
中

心
部
に
も
っ
と
も
近
い
鉄
道

駅
で
あ
り
、
通
勤
・
通
学
の

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
駅
の
自
転
車
置
場
に
は
、

利
用
者
が
自
転
車
を
固
定
す

る
た
め
の
ラ
ッ
ク
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
屋
根
が
な

い
た
め
雨
天
の
時
は
鍵
の
取

り
付
け
・
取
り
外
し
の
際
に
、

雨
に
濡
れ
て
困
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

　
今
回
の
工
事
で
は
、
そ
の

よ
う
な
不
便
を
解
消
す
る
た

め
、
自
転
車
置
場
の
ほ
ぼ
全

面
（
二
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

に
屋
根
を
設
置
し
ま
す
。
　

工
事
請
負
費
と
し
て
、
四
百

九
十
六
万
二
千
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

総務建設産業  
委員会  レポート 

総務建設産業  文 教 厚 生  文 教 厚 生  
教
室
増
設 

乳
幼
児
医
療
費
助
成 

　
五
歳
未
満
に
拡
大 

  

　
第
二
小
学
校
で
は
、
五
百

五
十
六
名
の
生
徒
が
二
十
教

室
を
使
用
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。 

　
現
在
、
各
学
年
一
ク
ラ
ス

の
編
成
は
四
十
人
以
内
で
す
。 

　
三
月
に
卒
業
予
定
の
六
年

生
は
八
十
二
名
で
三
教
室
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
四
月

の
入
学
予
定
者
（
平
成
二
十

年
度
新
入
生
）
は
百
二
十
名

と
な
る
た
め
、
四
教
室
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

　
第
二
小
学
校
に
は
空
き
教

室
が
な
い
た
め
、
四
百
五
十

万
円
か
け
て
教
室
の
増
設
工

事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
廊
下
に
続
く
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
を
壁
で
区
切
り
教
室
を

つ
く
り
ま
す
。 

　
教
室
の
広
さ
は
六
四
・
八

平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。 

　
壁
を
つ
く
り
強
化
ガ
ラ
ス

を
は
め
込
ん
だ
サ
ッ
シ
と
入

口
の
扉
を
取
り
付
け
、
床
の

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
磨
く
な
ど

の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
備
品
と
し
て
黒
板
・

教
壇
・
道
具
入
れ
・
児
童
ロ

ッ
カ
ー
・
放
送
設
備
な
ど
を

設
置
し
ま
す
。 

　
少
子
化
が
社
会
問
題
と
な

る
中
、
新
入
生
が
増
え
る
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。 

　
第
二
小
学
校
区
に
お
い
て

は
、
一
歳
児
が
百
三
十
八
名

と
な
っ
て
お
り
、
六
年
後
も

新
入
生
の
増
加
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

   

　
須
恵
町
の
乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
制
度
は
、
現
在
、
入

院
は
小
学
校
就
学
前
ま
で
、

通
院
は
一
歳
拡
大
し
四
歳
未

満
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
十
年
一
月
の
条
例

改
正
に
よ
り
乳
幼
児
の
三
歳

未
満
の
自
己
負
担
と
さ
れ
て

い
た
初
診
料
お
よ
び
往
診
料

は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
全
国
的
に
子
育
て
支
援
策

を
求
め
る
声
の
中
、
子
ど
も

達
の
医
療
費
の
無
料
化
に
お

け
る
助
成
制
度
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
、
粕
屋
地
区

内
統
一
で
乳
幼
児
医
療
費
助

成
拡
大
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

　
須
恵
町
で
は
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
育
児
に
か

か
る
経
済
的
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
二

十
年
四
月
一
日
か
ら
自
己
負

担
と
さ
れ
て
い
る
通
院
部
分

の
対
象
年
齢
を
一
歳
引
き
上

げ
五
歳
未
満
に
乳
幼
児
医
療

費
の
助
成
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
乳
幼
児
医
療
一
歳
拡
大
に

よ
り
、
平
成
十
九
年
十
一
月

現
在
の
対
象
者
は
、
国
民
健

康
保
険
が
三
百
十
六
人
、
社

会
保
険
が
一
千
四
百
五
十
三

人
と
な
り
ま
す
。 

　
四
歳
か
ら
五
歳
未
満
は
二

百
七
十
人
で
、
助
成
対
象
額

は
年
間
五
百
五
万
九
千
円
と

な
り
ま
す
。 

　
引
き
上
げ
分
の
医
療
費
は
、

全
額
町
費
で
助
成
し
ま
す
が

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
患
者

の
自
己
負
担
が
三
割
か
ら
二

割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
影
響
額
を
差
し
引
く
と

年
間
約
二
百
万
円
程
度
の
増

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

議会の議決を求めるため、町
長または議員が議長に提出す
る案件のことで、地方公共団
体（須恵町）としての意思の
決定を求めるものと、議会の
意思を求めるものがあります。 

シリーズ 

「議案」とは？ 

教室になる「多目的スペース」 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 平成19年度水道事業会計補正予算（第一回） 

平成19年度公共下水道事業特別会計補正予算（第二回） 

平成19年度国民健康保険特別会計補正予算（第二回） 

平成19年度老人保健特別会計補正予算（第一回） 

平成19年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第二回） 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 平成19年度一般会計補正予算（第四回） 

単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び 
基準に関する条例の一部を改正する条例 

須恵町後期高齢者医療特別会計条例の制定について 

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

工事請負契約の締結について 

舗装改良される須恵～井尻線 

屋根が設置される須恵中央駅「駐輪場」 


